
平成25年度事務事業評価表（平成24年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

9 1 2 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

生涯学習課長
山下　一美

（ 人 ） （ 回 ） （ 件 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 9 1 3

上乗 □ （ 人 ） （ 回 ） （ 件 ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 9 2 3

□ （ 人 ） （ 回 ） （ 件 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

7,875 4,157 6,787 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 有効性 達成度 効率性

生涯学習課長
山下　一美

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ ■ □ 7,874 4,115 6,746

上乗 □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 7,871 4,054 6,685

□ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

9 3 9 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

生涯学習課長
山下　一美

（箇所） （箇所） （箇所）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 9 1 9

上乗 □ （箇所） （箇所） （箇所）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 9 2 9

□ （箇所） （箇所） （箇所）

□ ■ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

20 11 11 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

生涯学習課長
山下　一美

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 13 7 7

上乗 □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

■ 一部委託 □ 補助・助成金 7 8 8

□ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

事務事業全体 一般財源分

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

文化財保護審議会運
営事業

全額補助

事業
形態

生涯学習課
文化財係

義務的

基本事業番号・名 １３－０３ 文化財の保護・活用

全庁評価会議
（26年度に向けた

方向性等）

①文化財指定
審議数
②重要事項審
議・建議

直営（委託無）

①文化財の市指定審議
②保護に関する重要事項の審議・建
議

対象 文化財保護審議会委員

努力義務的

一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

文化財保護審
議会員数

会議開催回数

122

25年度以
降方向性

61 267 328

説明欄：文化財保護は極めて専門性の高い
事業であり、学識者の意見を反映させるこ
とは不可欠である。文化財保護の基本であ
る指定制度も、条例により審議会への諮
問・答申が明文化されている。定員は10人
であるが、現在の委員数は９名であり、現
時点での欠員補充は行っていない。

61

現状維持
説明欄：

51

手段
・

内容

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

説明欄：文化財保護は極めて専門性の高い
事業であり、学識者の意見を反映させるこ
とは不可欠である。文化財保護の基本であ
る指定制度も、条例により審議会への諮
問・答申が明文化されている。定員は10人
であるが、現在の委員数は９名であり、現
時点での欠員補充は行っていない。

13-03-01

根拠
法令
等

自主的 義務的

26年度以
降方向性

（国）文化財保護法
（市）東久留米市文化財保護条例

51 247 298

25年度以
降方向性

現状維持

文化財の数

意図 市内文化財の適切な保護と活用

122

その他（　　　　　　　　　　　　　）

直営（委託無）

調査し、保護
された文化財
の数

その他（　　　　　　　　　　　　　）

現状維持
26年度以
降方向性

根拠
法令
等

自主的

298 420

努力義務的

対象

25年度以
降方向性

25年度以
降方向性

現状維持

説明欄：

手段
・

内容

①文化財保護に伴う調査
②指定に伴う調査
③特別調査

877 144

意図
文化財を調査し、後世に伝える適切
な処置を講ずる。

市内にある文化財

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：都から保存事務
処理（都指定文化財）に
関する特例交付金が交付
されている（定額2万
円）。

164 713

863 149

説明欄：文化財調査は保護のための基礎的
業務である。文化財は個人所有のものが多
く、放置しておけば消滅するものも多い。
そのため、継続的･優先的な調査を行う必
要がある。２４年度は市指定候補、近代文
書、「東久留米の近代史」刊行のための調
査等を行った。また、市民団体との協働事
業として古文書の解読調査を継続して実施
している。

説明欄：

（国）文化財保護法
（市）東久留米市文化財保護条例

132 655 787 112

調査された文化
財の数

市全額13-03-02

生涯学習課
文化財係

169 694

努力義務的

文化財保存調査事業

全額補助 一部補助有

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

13-03-03

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的

適切に管理さ
れている施設
数

対象 文化財

意図

手段
・

内容

25年度以
降方向性

拡大

説明欄：集中保管する施設がないため、現
在は分散して保管しており、効率性が低
い。集中保管ができる施設の確保を進める
必要がある。また、現在の施設が経年変化
に伴う老朽化がみられ、計画的な改修・修
繕が必要である。

説明欄：集中保管する施設がないため、現
在は分散して保管しており、効率性が低
い。集中保管ができる施設の確保を進める
必要がある。また、現在の施設が経年変化
に伴う老朽化がみられ、計画的な改修・修
繕が必要である。

1,333

25年度以
降方向性

1,983

907

拡大
説明欄：

①施設管理
②施設機械警備委託
③施設修繕

2,091

文化財施設が適切に管理されること
によって、文化財が保護される。

907 694 1,601

1,333 758

拡大
26年度以
降方向性

文化財施設数 施設修繕回数

26年度以
降方向性

拡大
説明欄：

1,983 823 2,806

文化財施設管理事業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

（国）文化財保護法

その他（　　　　　　　　　　　　　）

13-03-04

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

市全額

埋蔵文化財保存事業

全額補助 一部補助有

現状維持

対象
埋蔵文化財包蔵地（遺跡）と出土文
化財

開発等により
調査･保存が必
要な埋蔵文化
財包蔵地（遺
跡）数

①年間に調査し
た埋蔵文化財包
蔵地（遺跡）数
②出土文化財の
資料整理件数

保護・記録さ
れた埋蔵文化
財包蔵地数

手段
・

内容

①開発計画との調整
②遺跡の試掘・確認調査
③遺跡の調査指導
④出土文化財の整理・活用
⑤調査報告書の作成･管理

25年度以
降方向性

現状維持
26年度以
降方向性

2,974

25年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

（国）文化財保護法

2,974 2,921 5,895

7,596

0

3,468

4,475

市独自上乗せ（上乗・横出）

8,019 3,384

事業
形態

直営（委託無）

意図
埋蔵文化財包蔵地（遺跡）および出
土文化財を後世に残す。

4,551

3,121

その他（　　　　　　　　　　　　　）

3,125

現状維持

説明欄：宅地開発等の現状変更に伴う照会
の審査を行い（2４年度７５０件）、該当
するものについての文化財保護法に基づく
指導や手続き、公共団体が行う試掘・確認
調査等を実施する（試掘・確認調査のみ国
庫補助対象）。24年度は確認調査0件、立
会調査11件。また、これまでの調査で出土
した埋蔵文化財の資料整理も法に規定され
ており、24年度は向山遺跡第3次調査分の
２・縄文時代編を行った。調査及び資料整
理は、教育委員会の指導のもとに東久留米
市埋蔵文化財調査団に委託して行ってい
る。24年度から事業が縮小されたため国庫
補助対象とはならず、すべて一般財源にお
いて実施した。

26年度以
降方向性

説明欄：宅地開発等の現状変更に伴う照会
の審査を行い（2４年度７５０件）、該当
するものについての文化財保護法に基づく
指導や手続き、公共団体が行う試掘・確認
調査等を実施する（試掘・確認調査のみ国
庫補助対象）。24年度は確認調査0件、立
会調査11件。また、これまでの調査で出土
した埋蔵文化財の資料整理も法に規定され
ており、24年度は向山遺跡第3次調査分の
２・縄文時代編を行った。調査及び資料整
理は、教育委員会の指導のもとに東久留米
市埋蔵文化財調査団に委託して行ってい
る。24年度から事業が縮小されたため国庫
補助対象とはならず、すべて一般財源にお
いて実施した。

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進

東久留米市



平成25年度事務事業評価表（平成24年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

事務事業全体 一般財源分

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

基本事業番号・名 １３－０３ 文化財の保護・活用

全庁評価会議
（26年度に向けた

方向性等）

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

50 1 50 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 3

生涯学習課長
山下　一美

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 50 1 50

上乗 □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 50 2 49

□ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

1 1 28 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

生涯学習課長
山下　一美

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 1 1 27

上乗 □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 1 1 26

□ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

□ ■ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

40 1 39 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

生涯学習課長
山下　一美

（ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 40 1 38

上乗 □ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 38 1 37

□ （ 件 ） （ 件 ） （ 件 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

6 200 6 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

生涯学習課長
山下　一美

（団体） （千円） （団体）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 6 200 6

上乗 □ （団体） （千円） （団体）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 6 200 6

□ （団体） （千円） （団体）

義務的 努力義務的

文化財説明板設置事
業

全額補助 一部補助有 市全額

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

直営（委託無）

手段
・

内容

124

これまでの設
置数

（市）東久留米市文化財保護条例
対象 指定文化財

123

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

447

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

意図

25年度以
降方向性

現状維持

説明欄：見学者の利便性を考慮して、屋外
にある指定文化財について説明板を設置し
ている。引き続き、新規および経年劣化に
よる全体的な取替が必要なものに関して実
施していく必要がある。

説明欄：見学者の利便性を考慮して、屋外
にある指定文化財について説明板を設置し
ている。引き続き、新規および経年劣化に
よる全体的な取替が必要なものに関して実
施していく必要がある。

142142

25年度以
降方向性

現状維持

397 539

124

市全額

文化財修理補助事業

123 297 420

①新指定文化財の説明板設置
②既存説明板の改修

文化財の内容を解説し､見学者の利便
性を図る。

設置が必要な
指定文化財数

設置数（新規・
改修）

323

拡大
26年度以
降方向性

縮小

その他（　　　　　　　　　　　　　）

13-03-06

13-03-05

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的

義務的
25年度以
降方向性

文化財の修理

説明欄：文化財修理補助事業は､個人（団
体）所有の文化財を維持･伝承する有効な
手段であり、自治体が積極的に支援してい
く必要がある。近年は「無形民俗文化財」
の道具類の修繕・補充が多く行われてお
り、情報を交換することによって年次的に
修繕する物件を把握するよう有効性を高め
ている。今後は有形文化財や国登録文化財
（特に建造物の茅葺屋根）の修繕に対する
支援についても検討する必要がある。ふる
さと創生基金を使い、平成２５年度は、南
沢獅子舞の修理を行うので、「拡大」と
なっている。

説明欄：文化財修理補助事業は､個人（団
体）所有の文化財を維持･伝承する有効な
手段であり、自治体が積極的に支援してい
く必要がある。近年は「無形民俗文化財」
の道具類の修繕・補充が多く行われてお
り、情報を交換することによって年次的に
修繕する物件を把握するよう有効性を高め
ている。今後は有形文化財や国登録文化財
（特に建造物の茅葺屋根）の修繕に対する
支援についても検討する必要がある。ふる
さと創生基金を使い、平成２５年度は、南
沢獅子舞の修理を行うので、「拡大」と
なっている。

拡大
26年度以
降方向性

文化財

150

25年度以
降方向性生涯学習課

文化財係
根拠
法令
等

自主的
説明欄：

（市）東久留米市文化財保護条例
（市）東久留米市文化財修理費等補助金交
付要綱 150 165 315

329

縮小

179

その他（　　　　　　　　　　　　　）

修理を要する
文化財数

修理された文化
財数

これまでに修
理された文化
財数

手段
・

内容全額補助 一部補助有

対象

努力義務的

事業
形態

直営（委託無）

意図

対象 埋蔵文化財

150

市独自上乗せ（上乗・横出）

市内文化財の適切な伝承

150 149

13-03-07

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

埋蔵文化財調査報告
書刊行事業

全額補助 一部補助有 市全額

981

これまでの刊
行数

150299

説明欄：

991 1,174

150

178

25年度以
降方向性

200

183

25年度以
降方向性

13-03-08

説明欄：
現状維持

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

調査報告書の刊行

1,159

調査成果を記録として後世に残し､広
く公開する

183

26年度以
降方向性

現状維持

200 906 1,106

現状維持

説明欄：発掘調査報告書は文化財保護法に
よって刊行が規定されており、調査を実施
した場合は必ず作成しなければならない。
24年度は「向山遺跡Ⅲ-2」の縄文時代編を
300部発刊し、公共機関への配布等を除い
た冊数を一般販売している。調査によって
刊行が必要なものが継続的に発生してくる
が、原稿や計測資料、図面作成等のＩＴ化
と印刷冊数・配布先の見直しを行い、改善
を進めている。

説明欄：発掘調査報告書は文化財保護法に
よって刊行が規定されており、調査を実施
した場合は必ず作成しなければならない。
24年度は「向山遺跡Ⅲ－２」の縄文時代編
を300部発刊し、公共機関への配布等を除
いた冊数を一般販売している。調査によっ
て刊行が必要なものが継続的に発生してく
るが、原稿や計測資料、図面作成等のＩＴ
化と印刷冊数・配布先の見直しを行い、改
善を進めている。

178

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

手段
・

内容

意図

市独自上乗せ（上乗・横出）

郷土芸能保存の支援
事業

全額補助 一部補助有

対象

事業
形態

刊行数

直営（委託無）

事業
形態

直営（委託無）

（国）文化財保護法

その他（　　　　　　　　　　　　　）

刊行が必要な
調査件数

200 357

（市）東久留米市文化財保護条例
（市）東久留米市無形民俗文化財保護費補
助金交付要綱 200 330

手段
・

内容

市独自上乗せ（上乗・横出）

郷土芸能団体

教芸能団体数 補助金交付額
継続している
郷土芸能団体
数

200

①郷土芸能団体への補助金交付
②情報提供等の支援

25年度以
降方向性

現状維持
26年度以
降方向性

358

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

530

557

その他（　　　　　　　　　　　　　）

現状維持
25年度以
降方向性

説明欄：郷土芸能の伝承は、各団体の不断
の努力によって維持されており、市の貴重
な財産として支援していく必要がある。市
の行事等の出演依頼が近年増加し、活動も
活発であるため、今後は一層の側面支援の
充実が必要である。

説明欄：郷土芸能の伝承は、各団体の不断
の努力によって維持されており、市の貴重
な財産として支援していく必要がある。市
の行事等の出演依頼が近年増加し、活動も
活発であるため、今後は一層の側面支援の
充実が必要である。

現状維持

200558

説明欄：
現状維持

26年度以
降方向性

200

意図 郷土芸能団体の活動が継続

200

市全額

東久留米市



平成25年度事務事業評価表（平成24年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

事務事業全体 一般財源分

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

基本事業番号・名 １３－０３ 文化財の保護・活用

全庁評価会議
（26年度に向けた

方向性等）

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

114,355 0 32,492 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4

生涯学習課長
山下　一美

（ 人 ） （ 件 ） （ 冊 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,621 1 31,978

上乗 □ （ 人 ） （ 件 ） （ 冊 ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,754 0 31,681

□ （ 人 ） （ 件 ） （ 冊 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

114,355 0 0 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 4

生涯学習課長
山下　一美

（ 人 ） （ 件 ） （ 部 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,621 1 200

上乗 □ （ 人 ） （ 件 ） （ 部 ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,754 1 300

□ （ 人 ） （ 件 ） （ 部 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

114,355 10 449 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

生涯学習課長
山下　一美

（ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,621 18 612

上乗 □ （ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,754 20 879

□ （ 人 ） （ 人 ） （ 人 ）

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

114,355 277 2,444 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4 必要性 4 有効性 4 達成度 4 効率性 4

生涯学習課長
山下　一美

（ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 114,621 281 2,132

上乗 □ （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

■ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 □ 補助・助成金 114,754 291 2,460

□ （ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的 努力義務的

714

2,6361,298

一部補助有 市全額

対象 市民

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

文化財資料集刊行事
業

全額補助

その他（　　　　　　　　　　　　　）

直営（委託無）

0714

意図

25年度以
降方向性

現状維持

説明欄：平成23年度に東久留米のあゆみ第
３巻「東久留の近代史ー明治・大正・昭和
前期」を刊行し、今後続巻の調査と準備に
入る。また、ふるさとマップ等の資料集の
在庫のないものがあり、新規刊行とあわせ
て検討する必要がある。

説明欄：平成23年度に東久留米のあゆみ第
３巻「東久留の近代史ー明治・大正・昭和
前期」を刊行し、今後続巻の調査と準備に
入る。また、ふるさとマップ等の資料集の
在庫のないものがあり、新規刊行とあわせ
て検討する必要がある。

1,298

0

1,338

13-03-10

市民人口 年度中の刊行数

0

市内の文化財や歴史を知り、郷土へ
の関心と理解を深める。

0

これまでに活
用された資料
集の数

13-03-09

市独自上乗せ（上乗・横出）

事業
形態

文化財パンフレット
刊行事業

対象

意図

市全額

その他（　　　　　　　　　　　　　）

全額補助

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

事業
形態

直営（委託無）

市内の文化財や歴史を知り、郷土へ
の関心と理解を深める。

説明欄：25年度以
降方向性

手段
・

内容

現状維持
26年度以
降方向性

現状維持

741 741

現状維持
説明欄：

0

0

手段
・

内容

25年度以
降方向性

現状維持 現状維持
26年度以
降方向性

13-03-11

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

現状維持
26年度以
降方向性

0

市民人口

210

努力義務的

自主的 義務的 現状維持
説明欄：

1,213

努力義務的
26年度以
降方向性

手段
・

内容

意図

市民人口

自主的 義務的

0

説明欄：

0 103 103

223

210

25年度以
降方向性

1,191

一部補助有

0 223

年度中の刊行数 頒布数(年間)

現状維持

市独自上乗せ（上乗・横出）

市民

25年度以
降方向性

①東京文化財ウィーク公開･企画事業
②郷土史講座
③講師派遣等

914

市内の文化財や歴史を知り、郷土へ
の関心と理解を深める。

説明欄：25年度以
降方向性

現状維持

説明欄：講座等への応募は増加しているの
で、毎年変化のある企画立案が必要であ
る。講師派遣が増加しつつあり、経費はほ
とんど内部人件費のみで行うよう改善して
いる。また、国登録文化財の「村野家住
宅」の特別見学会はＮＰＯ法人等が主催
し、教育委員会がその支援にあたるなど、
市民主体の事業として行われており、今後
も継続する必要がある。

22

26年度以
降方向性

現状維持

22

22

講座等実施回数

22

説明欄：講座等への応募は増加しているの
で、毎年変化のある企画立案が必要であ
る。講師派遣が増加しつつあり、経費はほ
とんど内部人件費のみで行うよう改善して
いる。また、国登録文化財の「村野家住
宅」の特別見学会はＮＰＯ法人等が主催
し、教育委員会がその支援にあたるなど、
市民主体の事業として行われており、今後
も継続する必要がある。

22

892

その他（　　　　　　　　　　　　　）

22 823 845

市独自上乗せ（上乗・横出）

講座等への参
加者数

対象 市民

文化財講座等普及事
業

全額補助 一部補助有

事業
形態

直営（委託無）

市全額

郷土資料室の整備及び運営

努力義務的

対象 市民

13-03-12

生涯学習課
文化財係

根拠
法令
等

自主的 義務的

意図

現状維持

市独自上乗せ（上乗・横出）

369

施設利用者

3,267

25年度以
降方向性

その他（　　　　　　　　　　　　　）

2,898

市民人口

説明欄：19年8月より展示公開を開始し
た。文化財係の業務も行っている。さらに
広範囲なＰＲを行うとともに、講座・特別
展等の企画事業を充実し、活用度を高めて
いく必要がある。経費的には整備事業が終
了し、20年度より経常的な運営費のみの負
担となった。定年退職に伴う専門職員の補
充が今後の課題である。

26年度以
降方向性

現状維持
説明欄：

369

450

428

26年度以
降方向性

説明欄：

（市）東久留米市郷土資料室設置要綱

428 2,551 2,979

現状維持
25年度以
降方向性

説明欄：19年8月より展示公開を開始し
た。文化財係の業務も行っている。さらに
広範囲なＰＲを行うとともに、講座・特別
展等の企画事業を充実し、活用度を高めて
いく必要がある。経費的には整備事業が終
了し、20年度より経常的な運営費のみの負
担となった。定年退職に伴う専門職員の補
充が今後の課題である。

全額補助 一部補助有 市全額

手段
・

内容

直営（委託無）

郷土資料室運営事業

事業
形態

説明欄：「くるめの文化財」を年1回刊
行。平成24年度は調査のみを行い、25年度
に刊行予定。担当職員が調査・執筆し、平
成21年度より印刷も内部印刷とした。郷土
資料室において配布。図書館、市政情報
コーナー等において閲覧可能。定期的に市
内の文化財や歴史について紹介しており、
希望が多いため、従来の正式な印刷に復活
することも検討中。

説明欄：「くるめの文化財」を年1回刊
行。平成24年度は調査のみを行い、25年度
に刊行予定。担当職員が調査・執筆し、平
成21年度より印刷も内部印刷とした。郷土
資料室において配布。図書館、市政情報
コーナー等において閲覧可能。定期的に市
内の文化財や歴史について紹介しており、
希望が多いため、従来の正式な印刷に復活
することも検討中。

市内の文化財や歴史を知り、郷土へ
の関心と理解を深める。

450 2,980 3,430

開室日数

現状維持

①東久留米のあゆみシリーズの発刊
(既刊・第１・２・３巻、予定４巻)
②資料集の刊行

①「久留米の文化財」の刊行

東久留米市



平成25年度事務事業評価表（平成24年度振り返り）

政策名

所管課係名

所管課長名
事業費

（実績額）
人件費

（理論値）
トータル
コスト

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋② 事業費
（実績額）

事業費
（実績額）

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

特定財源に伴う一般財源 一般財源

事業費の概要説明
事務事業の方向性、項目別評価

及びその理由等

事務事業全体 一般財源分

事務事業の方向性、項目別評価
及びその理由等

事務事業
番号

事務事業の概要
(根拠法令等、財源、上乗、形態)

事務事業の目的
事務事業の対象、手段（事業内容）、意図

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事務事業名 指標 指標 指標

基本事業番号・名 １３－０３ 文化財の保護・活用

全庁評価会議
（26年度に向けた

方向性等）

子どもの未来と文化をはぐくむまち 施策番号・名 13 生涯学習の推進

■ □ □ 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度 平成24年度

4 4 4 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3 必要性 4 有効性 4 達成度 3 効率性 3

生涯学習課長
山下　一美

（団体） （団体） （団体）

平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度 平成23年度

財源 □ □ ■ 4 4 4

上乗 □ （団体） （団体） （団体）

□ □ 全部委託 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度 平成22年度

□ 一部委託 ■ 補助・助成金 4 4 4

■ （団体） （団体） （団体）その他（　協働研究事業　　　　　　　　）

市独自上乗せ（上乗・横出）

直営（委託無）

13-03-13

生涯学習課
文化財係

文化財保護団体支援
事業

全額補助

事業
形態

努力義務的
25年度以
降方向性

①活動費補助金の交付
②研修会等の支援
③協働事業（研究）の推進

142

説明欄：従前で市郷土研究会が主要な団体
であったが、近年、古文書、郷土芸能、里
唄など個別の団体が活動してるが、それら
の諸団体への支援が課題となる。文化財や
歴史に関する市民の学習意欲は高まりつつ
あり、多角的な受け皿と協働事業が推進で
きる団体の育成が必要である。今後は、補
助金のみならず、さまざまな角度からの支
援の検討が要請される。

活動団体数団体数

文化財保護団体の育成

（市）東久留米市社会教育活動費補助金交
付要綱

30 104 134

市内文化財保護団体

26年度以
降方向性

現状維持自主的 義務的
25年度以
降方向性

99

説明欄：行財政改革ア
クションプラン３
（２）補助金の適正化
に向け検討中

現状維持現状維持

129

112 30

意図

30

説明欄：従前で市郷土研究会が主要な団体
であったが、近年、古文書、郷土芸能、里
唄など個別の団体が活動してるが、それら
の諸団体への支援が課題となる。文化財や
歴史に関する市民の学習意欲は高まりつつ
あり、多角的な受け皿と協働事業が推進で
きる団体の育成が必要である。今後は、補
助金のみならず、さまざまな角度からの支
援の検討が要請される。

現状維持

30

手段
・

内容

対象

26年度以
降方向性

説明欄：

一部補助有 市全額

30

活動団体数

根拠
法令
等

30

東久留米市


